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午前10時00分開議 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。 

 報告します。山本輝昭君から欠席の届け出があっております。 

 また、中対馬振興部長、平山祝詞君から欠席の申し出があっており、中対馬振興部次長、佐伯

正君が代理で出席をしております。 

 ただいまから議事日程第３号により、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．市政一般質問 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、市政一般質問を行います。 
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 本日の登壇者は３人を予定しております。それでは、届け出順に発言を許します。４番、春田

新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  皆さん、おはようございます。会派新政会の春田新一でございま

す。通告しておりました大きく２項目の４点について市政一般質問をさせていただきます。 

 まず、１項目めの第２次総合計画について質問をいたします。 

 本計画は第１次総合計画の改訂に際し、これまでの１０年間の成果や新たな課題を踏まえた上

で地域づくり計画など、市民の思いや誇りをしっかり反映させるとともに、市民、行政が対馬の

あるべき姿を共有し、協力し合って取り組んでいくための計画であったと思います。 

 今回第１次総合計画の課題を踏まえた上で、第２次対馬市総合計画作成されて取り組んでいか

れると考えます。自立と循環の宝の島、対馬のあるべき姿に向けて最優先に取り組むべき４つの

挑戦が示されています。その挑戦の中の本日は３点についてお尋ねをいたします。 

 まず挑戦１、人づくりでは、若者が暮らせる環境づくり、対馬高校３校ありますが、その３校

への支援策ということについてお尋ねをいたします。 

 まず、上対馬高校のバス通学で、現在小鹿発のバスを佐賀発に延伸ができないか。 

 今現在、東部から一人上対馬高校に進学をされております。バス通学をされておりますが、小

鹿発のバスに乗るため保護者が送迎をされている状況でございます。バスの延伸が可能であれば、

上対馬高校へ進学したいとの子供さんも多々いらっしゃるんじゃないかなというふうに思って、

この質問を上げております。 

 この挑戦１については、やはり若者を残すため、そしてまたこの県立高校でありますが、ここ

で生まれ育った子供たちを身近なところに自分の思い、夢を抱いたところに進学ができる施策を

行政側から取り組んでいただきたいというふうに思って質問を上げております。どうぞよろしく

お願いいます。 

 次に、もう一つ高校の件でございますが、対馬高校の寮の支援についてということで、何かい

い支援策はないかということでお尋ねをいたします。 

 対馬高校は御存じのように、国際文化交流コースが併設をされています。３１年４月からは国

際文化交流科になると聞き及んでおります。今年度寮生活をされている生徒さんは女子生徒

２２名、男子生徒１０名と聞いています。国際文化交流科になると、島外からの進学もふえると

考えられます。もちろん、島外の生徒さんたちは寮生活になると思うんですが、その中で非常に

感染症など学校を休校しなければならない病気にかかった場合、これは寮の規則で今保護者がお

迎えにきて、自宅に帰るというような状況の規則になっているそうでございます。 

 このように、関東の方面からも今回進学をされているというふうに聞き及んでおります。また、

私の聞くところでは、長崎県内、時津町からも来年度は進学が予定をされているというふうに聞
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き及んでおります。非常に興味ある科でございますので、多方面からの生徒さんが進学をされる、

非常にいいことだなというふうに思っております。その感染症の場合、寮に隔離する場所を増設

するのに支援はできないかということでお尋ねをするわけですが、寮母さんも夜はいないという

ような状況で今運営がなされております。 

 今は、学校の先生方が公務を終えられて、夜はそこに行っておられるという話でございます。

そういうようなときに、寮母さんの確保は市のほうで支援はできないかということをお尋ねする

わけでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それから、挑戦３、つながりづくりでは福祉と医療の体制を整えるということで、挑戦がなさ

れております。これは、高齢者や障害者の生きがいの創出についてであります。今回は私、障害

者の生きがいについて質問をさせていただきます。 

 ２０１６年４月に障害を理由とする差別の解消の推進にかかわる法律が施行されています。障

害者差別解消法、この法律は全ての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく、総合に

人格と個性を尊重し合いながら共生できる社会の実現を目指す法律だというふうに思います。 

 福祉、教育、企業、活動などの分野で障害のある方々への必要な配慮を理解して、そうした皆

さんへの手助けや応援を実践する取り組みを進めていかなければならないと考えます。また、本

市の障害者手帳所持者は２９年度では２,９４８人おられるそうです。まだまだその中にも家庭

で引きこもりの障害者もいらっしゃるんじゃないかなというふうに推測をいたします。 

 このような状況から、地域生活支援拠点の整備はできないかということでお尋ねをいたします。

今後、親亡き後どのようにすべきかに重点を置き、グループホームなどの障害者が生活できる住

居や施設、緊急時に受け入れられるショートステイなど、サービスの拡充が急務ではないかと考

えます。 

 今後、障害者の重度化、高齢化や親亡き後を見据え、本市も同居の両親の支援を受けながら生

活をしている障害者が複数いらっしゃると聞いております。そのような方々の御両親が亡くなっ

た後、自宅で生活するにはとても難しいと思われ、グループホームなどの施設が必要であると思

いますが、市長の見解を求めます。 

 次に、挑戦４でございます。ふるさとづくりでは自然の保全と持続可能な利用で、里山からシ

カ、イノシシ対策の推進ということで挑戦がなされます。シカ、イノシシの被害対策の抜本的な

考え方についてお伺いをいたします。 

 有害鳥獣の問題は、全国的な問題であります。本市においても農作物被害、また林業被害、森

林の下層植生の食害による土砂流出、また人的被害など多様な被害が発生していると考えます。

農業者の高齢化に伴い、里山の荒廃、耕作放棄地の増加、本市の現状であろうというふうに思い

ます。昨日、新政会の関連質問でも初村議員のほうからもありました。本当にそうじゃなかろう
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かというふうに思います。 

 また、地区捕獲に従事してある方は２００名以上おられるんじゃないかというふうに私は聞き

及んでおりますが、地区捕獲隊も結成をされています。この山間部での捕獲は条件が悪く進んで

いないのが現状ではないかと考えます。そこで、国県の対策だけじゃなく、市独自で委託事業も

実施し、個体数を縮減に取り組んでもらいたい、このことについて市長の見解を求めます。 

 次に、最後でございますが、大きな２項目め、これも県の事業であります。県立対馬青年の家

利活用の促進と整備計画についてということで質問をいたします。 

 この施設は、県の管理のもと運営協議会と連携され、現在に至っていると思います。保育園児

から高齢者まで幅広く利用がされています。宿泊施設も整って、島外からの利用者もふえている

状況であります。また、三根地区との連携もあり、対馬の中央付近に位置をしていますので、対

馬の子供たちの第２の学び舎また交流館としてもなくてはならない施設である。そういう中から、

建設から４０年以上経過をしております。雨漏りする箇所、また外壁の塗装、屋根の改修等はで

きないか、市長の協議会の会長としての御意見も賜りたいと思います。 

 以上、質問を終わりますので、答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。春田議員の御質問にお答えいたします。 

 まず１点目でございますけども、総合計画は市民と行政が対馬のあるべく目標、自立と循環の

宝の島対馬を目指し、それに向かって取り組んでいくための手引書であります。総合計画の最初

に掲げております目標が、議員御質問の若者でにぎわう希望の島、人づくりへの挑戦でございま

す。優先課題として、子供を大切に育てる、若者が暮らせる環境づくり、外から若者を招き入れ

るの３つを掲げております。 

 その中の若者が暮らせる環境づくりとして、対馬３高校の支援を上げております。これまで市

が取り組んでまいりました３高校への支援といたしましては、学習への支援として島おこし協働

隊の派遣や、域学連携事業でかかわりを持つ大学の学生による総合学習支援、島おこし実践塾で

の大学生との短期合宿など経済支援といたしましては、主に、子ども夢づくり基金を活用し、ス

ポーツ等の遠征費への補助や島外への進学、就職活動への補助、島内就職への祝い金などを行っ

ているところでございます。 

 また、通学費支援として、議員も御存じのとおり、バス通学経費の削減のため、１カ月

５,０００円で乗り放題のフリーパスポートを導入を行ってまいりました。御質問の上対馬高校

のバス通学者についてでございますが、昨年度３高校の生徒に対してアンケート調査を実施し、

３高校ともに上、中、下のそれぞれの地域から通常の登下校において、路線バスを利用して登下

校している状況でございます。また、アンケートの個別の要望事項については、３高校個別に意
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見交換を行い、その際、上対馬高校から東部中の生徒の通学についての要望もございました。 

 意見交換では、そのほかにも朝補習、テスト期間中、クラブ活動等学校行事の際のバスの運行

についての要望もございました。現在、地域公共交通として対馬交通が運行している路線バスは

縦貫線を主幹線として、地域ごとの生活圏の中で、その地域ごとの中心地に向かって通学・通

院・買い物・通勤等のため、また主幹線へとつながる枝線として市民等を運ぶことを基本として

おりまして、小鹿からは比田勝方面へ運行されております。 

 ３高校との協議では、通常の登下校時間には公共交通を利用して登下校ができていること、ス

クールバスの混乗等を通じて今後も改善に努めることを確認しております。議員の提言の趣旨は

十分に理解するものの、対馬交通の人員的な問題等もあり、現路線からの延伸については厳しい

状況であります。 

 通学のためだけに路線バスの運行を延伸することは全ての枝線に共通する問題でもあり、難し

い課題でございます。日々変化する住民ニーズに対応するため、運行事業者とも協議し、真に望

まれる住民の足となれるよう、今後改善に努めてまいりますので、御理解をお願いいたします。 

 次に、対馬高校の寮への支援についてでございますが、まず現在の学生寮の状況を説明いたし

ますと、対馬高校の寮に入寮している生徒は、先ほど議員からも説明がありましたように男女合

わせて３２名となっており、そのうち島内の学生は１９名となっております。その内訳は、上対

馬町の中学校卒業生が１名、上県町が２名、峰町が６名、豊玉町が９名、美津島町が１名となっ

ております。 

 寮の管理体制につきましては、対馬高校の寮には寮母は配置されておらず、寮生の食事の世話

をする調理員と夜間は寮生への指導監督を行う舎監が配置されており、寮生の生活管理が行われ

ている状況でございます。 

 お尋ねの寮母の配置について高校に確認をいたしましたところ、食事の世話をするための調理

員や教諭を持って充てる舎監を配置しているが、寮において生徒の日常生活上の世話や生活指導

に従事する寮母、現在では寄宿舎指導員と呼ばれておりますが、寄宿舎指導員の配置は行えてい

ないとのことでありました。なお、舎監については常駐ではないことから、寮生が病気やけがな

どで登校できない場合は、自宅に戻るなど保護者の監督下に戻す必要があるとのことも苦言され

ておりました。 

 対馬市としても先ほど述べたとおり、さまざまな学習支援や経済支援等を行い、対馬の３高校

への進学支援に取り組んでおります。学生寮での生活環境の向上につきましては、県教委の責任

と権限の範疇ではございますが、現在連携して取り組みを行っております高校魅力化推進の観点

からも、その機会を捉え、長崎県教育委員会並びに学校長にもこのような市民、県民の声がある

ことを伝えてまいりたいというふうに考えております。つけ加えまして、病気の対応でございま
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すけども、今現在寮生で自宅に帰ってしたようなケースはないということでございました。どう

しても寮に帰れない生徒は、夜間は舎監が対応し、昼間は保健室で看護するということを聞いて

おります。 

 次に、障害者の生きがいの創出についてでございますが、現在の取り組み状況について御説明

申し上げます。障害者の社会参画や雇用創出につきましては、就職を希望されている、あるいは

在職中の障害者がある方が抱える課題に応じて、雇用及び福祉の関係機関との連携のもと、就業

面と生活面を一体的に支援を実施する障害者就業生活支援センターの対馬圏域での、平成３１年

度設置に向けて進められているところでございます。 

 長崎県では、本年８月に推薦希望法人の公募を行い、その後、審査選考を経て、現在国に対し

て推薦がなされているところでございます。本市では、就労を希望する障害者の多くが卒業後は

支援体制がある島外で就職したり、島内で就職した場合においても、現在では事業所との調整役

が不在であるため、すぐに退職したり、解雇されている現状があります。このような状況を踏ま

え、市といたしましても平成３１年度の障害者支援生活支援センターの開設に向け、受託法人と

連携し、障害者雇用等を支援する体制を整備してまいります。 

 現在、市が抱える課題といたしまして、在宅障害者の日常生活を支援するヘルパーの人材不足

により、訪問介護事業所の支援地域の限定や回数制限等の支障が生じております。また、障害者

の自立支援策として、国と県が障害者就業生活支援センターの開設を、平成３１年度に予定して

いる中で、生活の拠点となるグループホームの不足が顕著であることから、行政と関係機関や団

体等で構成される対馬市地域自立支援協議会で、問題点や支援策等を十分協議してまいりたいと

考えているところでございます。 

 現在、市内の主な障害福祉施設は、入所施設が１施設で定数４０人、グループホームが３施設

で総定員数１２人、通所事業所が６施設、訪問介護事業所が６施設ございます。入所施設及びグ

ループホームは現在満床であり、通所施設の就労継続支援Ｂ型は、平成３０年１０月分実績で

１０４人が利用されております。市内の障害児童福祉施設は就学前の児童を対象とした児童発達

支援及び就学後の児童を対象とした放課後等デイサービスの事業所２施設がございまして、平成

３０年１０月実績で４０人が利用されているところでございます。 

 最後にシカ、イノシシの被害対策についてでございますが、議員も御承知のとおり、農地周辺

を囲む防護対策と銃、罠による捕獲対策の２つの対策に取り組んでいるところでございます。ま

ず、防護対策でございますが、居住区域を囲む防護柵、家庭菜園等を囲む防護柵、既存防護柵の

かさ上げ、塩害による腐食部分に対する機能向上対策等の助成を実施しております。 

 平成１１年度から設置補助を始めて、平成２９年度までの防護柵設置延長は１,０５７キロ

メートルにも及びます。これは、対馬を丸ごと囲む距離となっております。農作物被害について
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も平成２４年被害額３,６３７万４,０００円をピークに、平成２９年度には７２１万４,０００円

となり、農作物に対する防護効果は確実に高くなっていると考えております。 

 また、毎年区長を通じ、農作物の被害調査、防護柵の要望調査を実施し対応しているところで

ございます。捕獲対策につきましては、有害鳥獣捕獲従事者の協力により、わな、銃による捕獲

対策を実施しておりますが、平成２４年度より地域をみずからが守る地区捕獲隊を結成していた

だき、地域と一緒になって対策に取り組んでいるところでございます。２７年度までは、５地区

でございましたが、２９年度には１０地区までふえたところでございます。 

 今後においても、地域に出向きこの制度を推進してまいりたいと考えております。また、市の

事業といたしまして、平成２７年度長崎県が実施した鹿の生息密度調査の結果をもとに、平成

２９年度より市独自の対応策といたしまして、山間部での一斉捕獲に取り組んでいるところでご

ざいます。２９年度は、田ノ浜地区で実施し、シカ、イノシシ４２頭の捕獲実績でございました。

本年度においても既に１カ所実施しており、あと３カ所程度実施する予定としております。 

 県立対馬青年の家の利活用促進関係につきましては、この後、教育長のほうから答弁させてい

ただきます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  春田議員の御質問にお答えします。 

 県立対馬青年の家が市内小中学校の宿泊研修をはじめとして、企画事業により子供から大人ま

で多くの皆様に利用され、体験活動の場として重要な役割を担っていることは認識をしておりま

す。当該施設は県が設置したものでありますが、議員御指摘のとおり建設から４０年以上が経過

し、施設の傷みが生じてきております。小規模な修繕は県と市が負担する運営負担金の予算の中

で対応していますが、施設改修等の大規模なものは県の予算において対応をしていただきたいと

考えております。 

 教育委員会としましては、施設の重要性を鑑み、利用していただく皆様に御不便をかけないよ

う、対馬青年の家施設運営協会理事会で御審議いただき、施設の改修について県に要望していき

たいと考えておりますので、御理解くださいますようお願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  質問が終わりましたので、整理をしていきたいと思います。 

 まず、高校３高校への支援ということで、上対馬高校へのバスの延伸の質問でございますが、

先ほど市長のほうから答弁がございました。今、佐賀・小鹿発７時７分ということで、そのバス

に子供たちは乗っていっていると思います。そこの中で、上対馬病院、上対馬高校というのが終

点になろうかというふうに思うんですが、一般市民も一緒に乗りますので、大変多いバスの乗客
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に今なっているところでございます。 

 これは１便だけかもわかりませんが、そういうような状況でございます。その小鹿から佐賀ま

での時間、１４分程度、乗用車で１２分でしたので、１４分程度で行けるわけですが、上対馬高

校の先生も非常に子供たちが上対馬高校でクラブをしたい、子供たちの夢をかなえてやるために

東部までの、東部の子供たちまで上対馬高校に来ていただけないだろうかというような話の中で

このことになったわけでございます。 

 今、一人保護者がどうしてもということで上対馬高校に進学をされておりますので、一人だけ

保護者が送り迎えされている、バスのところまで送り迎えをされているという状況でございます。

非常に、この県立でございますので、私立の小中学校であれば条件的に可能なところもでてきま

すが、なかなか難しいとは思います。 

 しかしながら、若者でにぎわう町にするためには、やはり高校、この対馬で生まれ育った自分

たちの島外に出ないで、対馬の高校に進学をしたいという子供の希望と夢を何とか実現に向けて

やらなければいけないんじゃないかなというふうに思いますので、先ほど答弁がありましたので、

そこら辺をきちんと精査をされてもう一回考え直していただきたいなというふうに思います。 

 県のほうとの協議もいりましょうし、ここら辺で私の質問はこの部分については終わります。 

 あと、対馬高校についてでございますが、非常に先生方も国際文化交流科になると島外、今関

東からお見えの子供さんもいらっしゃいますが、関東からまた四国、そういうところから来られ

るんじゃないか、進学をして来られるんじゃないかなというような、いろんな方面で今感染症対

策を模索はされていますが、なかなか県のほうとしても財源、そういう今市長も言われましたよ

うに、難しい面がございますので、まずはホテルに隔離するというような模索も考えております

というようなことでございます。 

 そういうようなことを現場では考えてあるんですから、ここに寮、またあるいは学校の中にそ

ういうような施設、隔離する施設をつくっていただければ、いつでも自由に面倒が見れるような

状況になります。そしてまた保護者も安心して進学をさせられるというようなところもあろうか

と思いますので、そこら辺もこれも県との協議になりますが、支援ができる部分について、私が

一番いいのは寮母さんをつけていただくのが一番いい、その寮母さんの県との話し合いで半分で

も支援ができればということを市長にお願いをして、この質問も終わらせていただきます。 

 次に、挑戦３、つながりづくりでございます。 

 障害者の問題でございますが、先ほど市長が答弁をされました。非常に難しい問題になろうと

いうふうに思います。現在では、対馬市では障害福祉関連資源やヘルパー等のサービス従事者の

人材が不足をしている状況であります。これはもう全国的にそうだというふうに思っております。

非常にそういうことで今後障害をお持ちの方が安心して生活できるような障害福祉サービス事業、
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これを根本的に関係団体と協力をしながらやっていかなければいけないのではないかなというふ

うに、私は考えます。 

 非常に、きのうも質問がありましたように、観光客の問題は浮き出されて今おります。非常に

３５万人という観光客が訪れるわけですが、島の中の基盤というのはどうでしょうか。そこが私

は一番に気になるところであります。我々健常者は、やはりその悩みを持ったところに手助けを

するのが一番大事なところじゃないでしょうか。そこら辺を私は考えた上で、この質問を上げさ

せていただいております。 

 非常に福祉についてまだまだ十分ではない。まだまだいろいろな問題、課題が山積をしている

中で、観光客だけを受け入れて、地盤整備は全然なされていないというような対馬市の今の現状

ではなかろうか。もう少し振り返ってみんなで力を合わせてやっていくべきではないかなという

ふうに思います。観光客も消費額７億円というような消費額があっておりますので、非常にうれ

しい悲鳴ではありますが、その中身についてはどうかなというふうに思います。 

 これはまたあすの一般質問で長郷議員がやるようになっておりますので、私はここら辺で閉め

ますけど、やはり私が一番考えるのはこの健常者と障害者、また福祉の問題についてもう少し、

この対馬の市民の中で話し合い、考えていかなければならないことが多くあるんじゃないかなと

いうふうに気づいたところでございます。 

 これも観光客がふえなればそういうのは余り気づかないですが、そういうのが観光客がふえる

ことによって、いろいろな基盤の整備をしなければいけないところが出てくるわけでございます。

非常にプラス面、マイマス面が今対馬ではでてきております。これをどうするかということでご

ざいますが、財源もありません。非常に難しいところに今来ていると思います。皆さんで、この

ことについて今から先、どんどん進めていかなればならないというふうに思っております。 

 今後、障害をお持ちの方が安心して生活できるような障害福祉サービス事業や関係団体の協力

をいただきながら、安心して障害者が暮らせる地域社会の実現を目指し、努力をしていかなけれ

ばならないと思います。ただただ言葉だけではどうにもなりません。今地域では福祉に力を入れ

ようということで福祉協議会が一生懸命になって高齢者の方を招き入れ、いろいろな講話をした

り、いろいろな遊びをしたりしておられます。そういうようなところからもう少し底辺のほうに

整備をしていかなければいけないのではないかなというふうに感じているところでございます。 

 地域においては、いろいろ厳しい条件があるようにありますが、それを幾ら言っていてもどう

にもなりませんので、地域づくりは大変ですが、地域が地域の中でリーダーをとっていただく人

にお願いをし、やっていくことが解決策になると思いますので、どうぞそこら辺も、財政も厳し

い折ですが、惜しむことなくやっていかなければ、私は先に進まないというふうに思っておりま

す。 
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 この障害者の支援法も設立をされております。対馬では手帳を持った人だけでも３,０００人

近く、増減は余りないようにありますが、その中でも家庭で引きこもりの方がまだまだいっぱい

おられる。その家庭の中で恥ずかしいからという方もいらっしゃると思いますが、非常にそうい

うことを見出していって、福祉のほうに力を入れていただきたいなというふうに私は思っており

ます。 

 親がいなくなった場合、また身内がいなくなった場合には、どうしても島外の施設にいれなけ

ればならない、障害者を持った人たちは自分の生まれ育った対馬に最後までいたいという気持ち

はあると思います。私たちも対馬で生まれ育って、こうして対馬で仕事をしている以上、対馬で

終わりたいという気持ちと一緒じゃないかなというふうに思いますので、そこら辺ももう少し力

を入れてやっていただきたいというふうに思います。 

 十分な支援ができるような体制づくりというのは、先ほど市長の答弁にもありましたが、今後

どのようにしていけばいいのか、１点だけ市長のほうにお尋ねをいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この障害者の関係につきましては、先ほど答弁の中でも少し触れさせて

いただきましたけども、平成３１年度に障害者就業生活支援センターが国・県のほうから設置さ

れるということで、対馬市といたしましてもこのことにつきまして、ともに支援する体制をつく

ってまいりたいということで、現在担当部のほうといろいろと話を進めているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  いろいろ難しい問題だろうというふうに思いますが、このままし

とけばどうにもならない、先に進めていかなければできない事業ですから、率先的に取り組んで

いただきたいというふうにお願いをしておきます。 

 それから、ふるさとづくりということで、自然の保全と持続可能、シカ、イノシシの問題にな

りますが、非常に今、地区でも捕獲隊、それやら猟友会の皆さんからいろんな事業で取り組んで

いただいております。箱わな、あるいはくくりわなというような、今対馬の中で捕っておられる、

捕獲されているのはそういう現状じゃないかなというふうに思います。 

 シカは、今対馬の人口３万人、シカも３万頭というような推測がされておりますが、非常に縮

減がなされない、減らないという状況でございます。抜本的にその対策を変えないと、私はずっ

とずっとこのままで行くんじゃないかな、きのうの質問にありましたように耕作放棄地、これは

高齢者だけの問題じゃなくして農業者が高齢者だから、耕作放棄地ができるんじゃなくて、やは

りイノシシ、シカの問題も大きくかかわっているというふうに思います。それにまた災害、土砂
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の流出、こういうものもやはりイノシシ、シカがかかわりがあって、そこに大きな予算を投じな

ければならないというような状況に今あるというふうに思っております。 

 非常に対馬では険しい山間部が多く、捕獲するのは難しいところもあります。しかしながら、

国・県の予算がある限りでやっていこうということで、私は縮減はできないというふうに思って

おります。抜本的に対策を変えてやっていかなければ、シカ、イノシシは減ることはないという

ふうに思っております。 

 今、捕獲隊あるいは猟友会で地区ごとにやるように計画をされておりますが、非常に猟友会と

連携をされながら、猟友会に私は委託料でも払って猟友会が地区におられますので、町におられ

ますので、その方々との連携を取りながらやっていく方法、今地域でやっておられるのはくくり

わなと網わなですが、これはかかるのを待つという意味でございます。かかるのを待つ以外にな

いわけです。餌を毎日毎日入れかえてかかるのを待つだけなんです。かかって、はい、ありがと

うというだけなんですよね。だから、これでは私は縮減はできないと。抜本的に考えを変えて、

今後このことについても農林水産部をはじめ、関係部局との連携を取りながらやっていただきた

いなというふうに思いますが、市長、そこのことについて１点だけ答弁を願いたい。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  このことにつきましては、国・県の補助に頼るだけではなくて、市の独

自の事業といたしまして、猟友会の皆様にも協力していただきながら、業務委託として一斉捕獲

事業を実施しているところでございます。 

 平成２９年度は約事業費１９０万で４２頭捕獲しておりますし、３０年度、今年度も約８２頭、

２８０万ぐらいの予算で実施をしているところでございまして、今後もまた、これは猟友会の皆

様に御協力をしていただきながら継続してまいりたいというふうに考えておりますし、またその

ほかにも国・県の補助事業をつかった一斉捕獲の業務委託事業というのも今現在進められており

まして、今後また３地区ほど実施をするというふうになっていると聞いております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  そのようにやっていかれるんでしょうけど、シカ、イノシシ、動

物においては、シカもイノシシもそうですが、何頭も産み育てるわけです。１年に１カ所やって

おけばまた次、今やったところは来年度するには、また何頭もふえるわけです。そういうような

ところで、予算が今答弁の中にありましたが、２８０万、３００万、この広い対馬の中でそのよ

うなことをやっておけば、どんどんどんどんふえるばかりで減ることはないと思います。 

 猟友会と一緒になって、この予算も厳しい折ではありますが、市民の安心安全に向けて取り組

むには、予算を私は税金をそこに投入しなければならないのではないかなというふうに思ってお
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ります。全体、海の問題にもかかわってきます。里から森、山、海というふうにこの問題はかか

わってきますので、その２００万、１桁、２桁の小さな金額でやっていっていれば、この広い島

ですからもう２年前にやったところはまた同じくらいふえているわけですから、そこら辺も考慮

しながら、これは私が言うまでもなく、いろいろな研究をされていると思いますので、そこら辺

で行政の手腕を見極めながら、また再度質問をさせていただきたいというふうに思います。よろ

しくお願いをしておきます。 

 これもう全島の問題ですから、なかなかその、例えば上対馬町だけですよというのであれば

１００万、１５０万の予算でいいかもしれません。しかし全島ですから、やはりこれを全島

２００万ぐらいで捕獲をしますよということじゃ、ちょっと私は納得がいきませんので、そこら

辺も私のお金でやるわけではないので、税金でやりますので、そこら辺もいろいろ関係機関と連

携を取りながら、もう少し伸びのあることをやっていただきたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  答弁の中で、私この平成２９年と３０年の２カ年分で、一斉捕獲

２８０万と言っておりましたけど、平成２９年度が約１９０万、３０年度は９２万ほどで合わせ

て２８０万ということでございますので、訂正をさせていただきます。申しわけございません。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  どうも済みません、申しわけありませんでした。あと、時間が残

り少なくなりました。そのことは、そういうふうにしてやっぱり市民の安心安全、そしてこの島

の昔に戻れる対馬市を、対馬に向けて取り組んでいただきたいというふうに思います。 

 それでは、最後の県立対馬青年の家、利活用促進と整備計画についてということで質問を上げ

させていただきました。本来なら、市長の答弁ということで思っておりましたが、協議会の会長

でありますので、市長ということにしておりましが、教育委員会の管轄ということで、教育長が

答弁を述べられました。この施設も県の施設でありますので、地元でどうこうということはでき

ませんが、やはり協議会の会長を市長がされておりますので、その中でいろいろな県との協議を

しなければ先に進まないわけですので、ここで質問を上げたわけでございます。 

 県のほうもいろいろな考え方あると思います。見てみますと、３１年度には４,１００万とい

う予算がつづっておられますけど、これもどうかわかりませんというような答えでございますの

で、なかなか施設が県内６つありますので、その中で緊急なところに予算を使いますので、何と

も言えませんというようなところでございます。非常に、この施設は先ほども言いましたように、

三根地区で対馬の中央あたりに位置をするわけであります。 

 また三根地区の皆さん方、婦人会、老人会、そういった皆さんが一緒になってここで集う、交

流をするという場でもありますし、非常になくてはならない施設じゃないかなというふうに思い
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ます。ほかの県外でも市町村あたりも廃校跡地を利用して、交流館をつくって地域の交流館、そ

してまた町の交流館として利用されているところもいっぱいあります。しかし、これには学校、

廃校跡地になると大きな予算が絡みます。１億、１億５,０００万というような予算を計上され

て、そういう交流館を開設をされているところもいっぱいあるようにあります。 

 そういう中から県市としても、この対馬青年の家を老朽化はしておりますが、今現在は耐震も

大丈夫だということも聞き及んでおります。改修をできてさらにリニューアルオープンをして、

子供たちあるいは高齢者あるいは島外からの皆さんを招き入れられる施設にしていただきたい。

そしてまた、宿泊施設もございますので、子供たちの本当に体験、宿泊できる体験施設でもあり

ます。非常に私は、三根の青年の家、興味がありまして何回となく宿泊もさせていただきました

が、非常にいいところでございます。今４０年ということですから、かなりの老朽化が進んでお

ります。今だと手当てができますので、今県のほうと協議をされて、この計画、３１年度の計画

を本物にできるように協議をしていただきたいと思いますが、教育長、答弁がありましたら、お

願いします。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  今、建築をして４３年経過をしておりまして、雨漏りも現在２カ所ほ

どあるわけですけれども、平成１６年に本館の屋根の改修工事を行っております。雨漏りも今の

ところ大きな雨漏りではありませんし、どうにか対応ができているわけですが、いろんな青年の

家のそういう施設等の問題点につきましても運営協会、協会の理事会で検討していきながら、そ

して県のほうへ要望を上げていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議員（４番 春田 新一君）  議長、最後です。 

○議長（小川 廣康君）  時間が参りましたので、手短にお願いします。 

○議員（４番 春田 新一君）  済みません。また、時間を注意されましたが、済みません、最後

です。そういうふうにして、協議会と県と協議をされながら、１日も早い改修をされて、集いの

場として長続きされるように望んで質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで春田新一君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩をいたします。再開を１１時５分からといたします。 

午前10時51分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時03分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 
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 引き続き、市政一般質問を行います。 

 ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  初めに、本年９月の定例会で災害発生時の初動体制等について一

般質問をいたしました。 

 その中で、特に土石除去、電気、水道などのライフラインの早期復旧活動に係る市内の複数の

関連事業所と、災害復旧時の協定締結につきましては、確認をさせていただきました。 

 その中で、災害発生時の土石除去や水道管などの復旧作業に２４時間体制が想定されます重機

や照明などの発電機等への燃油供給のため、県石油商業協同組合対馬支部との協定締結について

質問をいたしました。 

 固有の名称は言及はされませんでしたけれども、「各事業所との協定に向けて進めてまいりた

い」ということで御答弁をいただいておりますが、今日まで長崎県石油商業協同組合対馬支部に

お話がないということですので、お伝えをしておきます。 

 ２番議員の伊原でございます。 

 本日の一般質問でございますが、１点目に、対馬市所管の幼稚園・保育所における医療的ケア

児及び障害児並びに病児保育への支援策について。 

 ２点目でございますが、本市における工種別・業務別入札参加登録事業所の現状について。 

 この２点について御質問させていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

 さて、平成２９年３月に策定されました、第２期対馬市障害者計画によりますと、平成１９年

４月に特別支援教育が学校教育法に位置づけられ、障害のある幼児・児童・生徒に対して充実し

た支援を行うことが記されていました。 

 平成２８年５月現在、本市の特別支援教育といたしまして、虹の原特別支援学校高等部対馬分

教室が開設されています。 

 また、特別支援学級数は、小学校に１９学級、中学校に１２学級が設置され、さらに通級指導

教室数は、小学校・中学校にそれぞれ１教室が開設されています。 

 本市所管の３カ所の幼稚園はいずれも教育委員会所管でございますが、学校教育法のもと、前

述いたしました第２期対馬市障害者計画書では、障害のある幼児・児童に対しての支援策は明文

化されていませんでした。 

 したがいまして、幼稚園及び保育所における医療的ケア児及び障害児並びに病児保育の受け入

れ体制と支援策の現状についてお尋ねをいたします。 

 まず、医療的ケア児の定義でございますが、鼻や器官に設置したカテーテルから酸素吸入やた

んを吸引し、胃に栄養剤を送るなど医療的な援助を行うことであります。 

 平成２５年５月の数値でございますが、医療的ケア児は全国に約２万５,０００名、さらに未
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就学の重症心身障害児は１,６００名以上存在しているとの報告がされています。 

 本市にも、看護や介護を必要とする児童が存在しているのではないでしょうか。存在している

のであれば、支援策が必要と考えますがいかがでしょうか。 

 本市に限らず社会生活を行う上で、健常者と障害者も共生できる地域づくりの推進と同時に、

幼少期から健康づくりを支援する仕組みが必要と考えています。 

 園児・保育児など、幼少期には発熱や嘔吐・下痢など突発的な症状により、受診や家庭内での

ケアなど、保護者は急に職場を休まざるを得ない状況が考えられます。 

 一方で、保護者が長期に付き添う事態が生じ、職場にとっても多大な損失となる可能性もござ

います。 

 これから冬場にかけてはインフルエンザに罹患した場合、最大５日以上家庭内での安静と保護

者によるケアを要し、零細事業所にあっては、例え短期間であっても休暇取得が安易にとれない

環境下にあると思います。 

 また、保護者の介護や看護を理由に長期休暇となった場合、仕事をやめざるを得ないケースも

考えられます。行政として何が必要かと考えた場合、保護者を含めた安心して暮らせる地域社会

の形成とともに、働き手世代、子育て世代の総合的な支援策が必要ではないでしょうか。 

 本市所管の幼稚園及び保育所が１５施設、指定管理の保育所と民間保育所を含めますと１９の

施設がございます。市内２カ所の南部地区の民間保育園では、既に障害児の保育体制が整えられ

ています。 

 市所管の幼稚園及び保育所１５施設のうち、へき地保育所を除く９カ所で、北部・中部・南部

を拠点とした医療的ケアが必要な児童及び障害児、病児保育に対応する施設整備のお考えはない

でしょうか。 

 医療的ケア児の介助のため２４時間３６５日、御家庭でのケアのため睡眠時間も短く、保護者

は心身ともに疲弊されています。 

 少なくとも、平日日勤帯でも幼稚園や保育所での支援体制を整備することによって、ケアを行

う保護者の負担解消につながります。この間、職場復帰が可能となり、事業所の経済的・社会的

貢献に寄与できるのではないでしょうか。 

 北部・中部・南部地区に、市立幼稚園もしくは保育園で、医療的ケア児及び障害児並びに病児

保育の受け入れのための総合的な支援策ができるよう、機能整備が必要と考えますが、市長さん、

教育長さんの心温まる御見解よろしくお願いをいたします。 

 次に、本市における工種別・業務別入札参加登録事業所の現状についての質問です。 

 なお、私の調査した工種・業務別件数及び契約金額に差異があるとのことで、直ちに正しい数

値を御連絡いただきました担当部局に感謝申し上げます。 
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 さて、本市での平成２９年度の工種別・業務別の一般競争入札での契約件数は２５３件、契約

締結金額は、税込みでございますが６７億３,７４２万５,１９９円でありました。 

 特に平成２９年度の契約金額のうち約２４億円は、仮称ですが対馬博物館建設費が加算されて

いますので、大規模な災害復旧工事や大型公共工事の発注がなければ、一般競争入札での本市の

年間契約金額は、毎年４４億円前後で推移していると考えられています。 

 平成２９年度の一般競争入札では、２５３件の契約件数のうち８７.４％に当たります

２２１件が市内及び準市内の登録事業者でありました。 

 準市内とは、市内に支店もしくは営業所等を有する事業所で、市内の事業所を含めた平成

２９年度の契約金額は約６１億３,２００万円で、残りの６億５００万円は、長崎、諫早、佐世

保、東京や福岡の県内外の２５の事業所の契約となっています。 

 毎年実施されています入札執行は、市民生活の利便性を供する不可欠な事業と捉えていますが、

本市で行われた一般競争入札での契約を結んだ県内外の事業者の法人税、地方税、所得税、住民

税などの税収は、事業所を有する行政区の管轄となります。 

 一般競争入札における契約金額の本市の法定税収を考慮した場合、工種別・業務別入札参加登

録事業費は、市内で完結できる体制が望ましいと感じております。 

 平成２９年度は事業が終了していますので、これから新年度に向けて、一般競争入札における

県内及び県外事業所と契約額が少しでも減少し、本市の法人税等の税収増につながることを期待

をしているところでございます。 

 さて、平成３０年度は、２４０に分類された工種・業務別の入札参加資格登録事業所延べ数は

５,８１２件で、うち市内及び準市内の申し込み事業所延べ数は、全体の４３.２％に当たります

２,５１３件となっております。 

 件数が多いのは、１事業所で、例えば建築・土木・電気・管工事など、さまざまな工種や業務

に登録している関係がございます。 

 また、県内外の登録事業所延べ数は３,２９９件であり、市内事業所で不可能な大気中のダイ

オキシン測定など、特殊な業種を除けば、ある程度は市内で完結できる体制は整っているのでは

ないでしょうか。 

 したがいまして、平成３０年度の県内外の入札参加資格登録事業所延べ数は３,２９９件で、

多過ぎるのではないかと感じていますが、新年度に向けて整理するお考えはないでしょうか。お

尋ねをいたします。 

 なお、平成２９年度の対馬市商工会会員事業所数は、建設業、製造業、卸売業、小売業、飲食

業、宿泊業、サービス業などを含めまして１,０１２の事業所が報告されています。 

 これらの事業所は、基幹産業の一つでもあります第１次産業とともに、古くから本市の経済力
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を押し上げ、雇用の確保、さらに、これからも本市の発展に永続的に貢献されることを大いに期

待されております。 

 市内及び準市内に事業所を有するそれぞれの工種別・業種別の事業所が、市内に限られた公共

工事が受注できない事態になりますと、雇用の継続とともに移住・定住者の受け入れるすべも消

滅する可能性も秘めています。 

 このため、一般競争入札に関して、地方自治法施行令を逸脱することのない範囲で、市内に事

業所を有する登録事業者を最優先するための仕組みが必要と思います。市内の登録事業所が優先

的に一般競争入札に参画できるよう、条文に付加するなど、例えば建設工事等入札参加資格格付

要項等の改正のお考えはないでしょうか。市長の御見解をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  伊原議員の御質問にお答えいたします。 

 まず初めに、医療的ケア児の支援策について、保育所を管理する立場からお答えいたします。 

 御質問の前段にありました民間保育園の事業の取り組みについて御説明をいただいたところで

ありますが、市立保育所や対馬市として取り組んでいる事業もございますので、まず御報告を申

し上げます。 

 障害児保育につきましては、保育士の加配を行い、受け入れを積極的に実施しておりますし、

延長保育につきましても、保育所の開所時間内であれば対応しており、園庭につきましても、一

部保育所を除き、祝祭日や日曜日も解放しているところでございます。 

 また、学童保育や子育て支援事業につきましては、事業主体が市で業務を民間委託して実施し

ているため、市内各地で事業展開を行っているところでございます。 

 さて、御質問のうち、障害児保育については、先ほど申し上げたとおり実施しているところで

ございますが、医療的ケア児につきましては、ここ数年来、市内保育所への該当する入所希望者

はございませんでした。 

 安心・安全な子育ての環境整備を図る観点からも、そのような入所希望者がありましたら、十

分な対応をとりたいと考えているところでございます。 

 また、幼稚園等に関する部分につきましては、このあと教育長のほうから答えさせていただき

たいと思います。 

 次に、２点目の入札関係についてでございますけども、そのうちの１点目の市外の登録事業者

数を整理する考えはないかとの御質問でございますが、入札参加資格申請の登録につきましては、

対馬市工事並びに工事に関する調査、設計及び測量業務の契約に係る競争入札に参加しようとす

る者の資格等を定める要綱及び対馬市物品の製造の請負、買入れ、修繕及び借入れ並びに役務の
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提供等の契約に係る競争入札に参加しようとする者の資格等を定める要綱に基づき、事務処理を

行っておりまして、地方自治法施行令第１６７条の４第１項に規定する契約を締結する能力を有

しない者及び破産者で復権を得ない者など、要綱で定める者について入札参加資格の制限を行っ

ているところであります。このため、市外といった地域要件により入札参加資格の登録の制限を

行うことは難しいものと考えております。 

 ただし、地方自治法施行令第１６７条の５の２におきまして、一般競争入札に参加する者の事

業所の所在地又はその者の当該契約に係る工事等についての経験もしくは技術的適正の有無等に

関する必要な資格を定め、入札を実施することができることとなっておりまして、可能な限り市

内、準市内による入札を実施しているところでございます。御理解賜りますようお願いいたしま

す。 

 ２点目の、市内業者優先の取り組みについてでございますが、建設工事等入札参加者格付要綱

では定めておりませんが、入札契約事務マニュアルにおきまして工事、コンサル、物品、役務の

全てにつき市内業者で履行可能なものについては市内、準市内で対応するよう既に取り組んでい

るところでございます。 

 伊原議員のお考えのとおり、私も雇用や地元企業育成の面からも同じ思いでありまして、市内

業者で対応できるものにつきましては、市内業者でという考えで今後も取り組んでまいりたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  伊原議員の質問にお答えします。 

 教育委員会では、現在、障害のある児童生徒のために、障害の種別ごとに特別支援学級を設置

し、少人数での指導を行っております。 

 本年度、小学校の特別支援学級の数は、知的障害学級が１１学級、自閉症・情緒障害９学級、

病弱２学級、肢体不自由１学級、言語障害１学級の計２５学級で５６人の児童が在籍をしており

ます。中学校では、知的障害９学級、自閉症・情緒障害５学級、病弱２学級の計１６学級、

２７人が在籍しています。 

 また、通常学級に在籍する児童生徒のうち、学習障害や注意欠陥多動性障害などのために学習

上または生活上の困難の改善、克服に必要な指導を行うために通級指導教室も３つの学校で設置

をしております。 

 本年度、小学校では、新たに１学級を開設し、２学級で２３人、中学校は１学級１１名が、こ

の通級による指導を受けております。 

 また、特別な配慮を要する園児や児童生徒のために、幼稚園、こども園、小学校及び中学校に
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６４名の介助員も配置しております。介助員の皆様には、特別支援学級のみではなく、通常の学

級に在籍する配慮を要する子供さんを含め、一人一人に丁寧に対応をしていただいております。 

 議員お尋ねの医療的ケアが必要な子供さんへの対応については、平成２８年５月の改正児童福

祉法の成立に伴い、心身の状況に応じた適切な支援を行うための体制整備が地方公共団体の努力

義務となっております。 

 これを受けての医療的ケアを要する児童生徒への対応のための体制整備は、まだ始まったばか

りであり、長崎県教育委員会においても対応マニュアルの作成等を進めているところでございま

す。 

 今後、対馬市教育委員会では、医療的ケアを要する子供さんが入園や入学を希望される場合、

長崎県教育委員会及び福祉等の関係機関とも連携し、保護者の意を大切にしながら適切に対応し

てまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  まず、ある程度心温まる御答弁だったかなと。私はもっと、クリ

スマスが近いもんですからサンタクロースじゃございませんけど、プレゼントを少し心構えてお

りましたけれども、ある程度障害児を含めて、今、取り組みをなさっているということ、これに

ついては大変喜ばしく思っております。 

 それから、特に医療的ケア児におきましては、県のほうの事業も始まったばかりということで、

なかなか体制が非常に厳しいことは私も承知をしております。 

 特に、やはり看護配置がスムーズに行けば一番いいんでしょうけど、きのうのお話もございま

したが、やはり有資格者の採用が非常に困難な状況だと思っております。特に看護師につきまし

て新規採用ではなく、ある程度ベテランの方々が御家庭で御活躍、また他の事業所等で御活躍さ

れていると思いますので、そのあたりの方々にもお声かけをしていただければ、ある程度は対応

ができるんじゃないかというふうに考えておりますので、この点はひとつよろしくお願いいたし

ます。 

 それから、保育所につきましては、今、障害者等、それから園庭の解放等いろいろなされてい

るということで、私もちょっとこの辺は市立保育所につきましては、少し理解不足がございまし

たもんですから、今、市長の御答弁をお聞きしまして、ある程度安心をしたところでございます。 

 特に、いろんな新規事業につきましては、当然、現場のほうも難色を示されるということは

重々承知しております。特に職員組合とのコンセンサスも必要かなというふうに考えております

が、このあたりはトップダウンじゃなくてやはりボトムアップでできるような体制づくりがぜひ

必要と考えております。 
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 対馬市としましても、先ほどもお話がございましたように、乳幼児に優しいまちづくり、しっ

かりとした受け入れ体制が整備されることによりまして、当然、この対馬でいろんな事業が乳幼

児に優しい事業が展開されているということでありますと、島外からの移住・定住も必ずしや可

能な状況になるんじゃなかろうかと思っておりますので、いろんな部門、分野で対馬市に行って

みたいというような方向性を是が非でも行政として進めていただきたいというふうに考えており

ます。 

 ことし、１０月ですか、議会報告会をさせていただいた中で、私、厳原会場の担当でございま

した。その中で、高齢者福祉、それから障害児の受け入れ、それから、今、問題になってござい

ます障害者雇用、このあたりは議会と行政は一体となって取り組んでいるのかという御質問がご

ざいました。このあたりが少しちょっと見え隠れしているもんですから、市長さんの御見解をお

願いしたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  ちょっと、私よりも担当部長のほうにお答えさせていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  福祉保険部長、松本政美君。 

○福祉保険部長（松本 政美君）  先ほど、障害者雇用につきましては、市長のほうで説明があり

ましたとおり、障害者就業生活支援センターというのを次年度以降につくりながら、その雇用の

確保をしていきたいということは、先ほど回答したとおりでございます。（発言する者あり）は

い、議会と一緒になってです。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  聞き取れましたか。２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  済みません。ちょっとよくわかりませんでした。もう一度、大き

な声でお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  福祉保険部長、松本政美君。 

○福祉保険部長（松本 政美君）  障害者雇用、先ほどお話がありました障害者に対するものにつ

きましては、議会と一緒になって進んでいきたいと思っておりますし、先ほど市長が話をされま

したとおり、障害者雇用につきましては、３１年度に新たに障害者就業生活支援センターという

のを立ち上げながら、その部分で障害者の雇用の確保をしていくという方向で、今、進んでいる

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  よく聞こえました。ありがとうございます。 

 ３１年度から障害者就業生活支援センターを設立をするということで、これはまた関連常任委
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員会との範疇でございましょうから、そのあたりまた御相談とかあると思います。 

 教育委員会関連ですけど、今、保育園３施設ですか、北部・中部・南部ですか。（発言する者

あり）幼稚園、済みません、失礼しました、幼稚園です。北部・中部・南部とある程度機能は充

実されてあると思います。 

 それで、園児数も当然充足されているということで、その中でいろんな障害児等も対応も十二

分になされているということで、このことについては特段何も問題はないと思っておりますけど、

やはり先ほど申しました医療的ケア児の対応が今後出てくるであろうと。まだ全国的にも長崎県

においても取り組みはまだなされていないと思っております。 

 これやはり対馬をモデルケースとして、恐らく潜在的な児童はいらっしゃるんじゃないかと思

っておりますけれども、そのあたりはまた個人情報もございますのではっきり申しませんが、も

しそういった受け入れを整って、現状では整っておりませんけれども、そういった方々が入所・

入園希望がございましたら、是が非でも第１号じゃないでしょうけど、モデルケースとしてぜひ

お願いしたいと思っております。 

 県の状況を見ながらなされるということですけれども、やっぱりどうしてもおくれますので、

対馬市が率先してある程度モデルケース的な取り組みのための状況をぜひ、是が非でも策定をし

ていただきたいと思っております。 

 そのあたり少し、３１年度の仮な話ですけど、もし３１年度に入所希望が合った場合のそうい

ったモデルケースとしてのお考えはいかがか、御見解をお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  詳しくは、個人情報がありますので申し上げられませんけれども、

３１年度に幼稚園のほうへ入所を希望されている家庭がありますので、教育委員会としても入所

可能な方向で、今、準備を進めております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  了解いたしました。 

 今ごらんになられている保護者の方も安心してクリスマスを迎えられるんじゃないかと思って

おりますので、対応をよろしくお願いいたします。 

 それでは、次の一般競争入札の件です。 

 市長のお考えでは、当然、市内でできる事業については市内の事業所を最優先したいと。これ

はもう当然のことだろうと思います。 

 ただ、２９年度が余りにもちょっと島外の、県外の方々が登録事業者が余りにも多くて、まだ

３０年度も同じような状況下で、当然、地方自治法施行令の中で競争の原理は働くことは、それ
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は重要なことだと思っております。 

 そのあたりで、２９年度はもう全て終えておりますが、３０年度のこの補正予算の中で地球温

暖化における全国規模の小中学校の熱中症対策として、本市の１９の小学校、また１２の中学校

と幼稚園を含む１８３の教室へのエアコン設置と、さらに小中学校７校のブロック塀の改修事業

の補正予算が提案をされております。 

 本事業はできましたら春休み期間まで、夏が到来する前、春休みの期間の工事が完了が大変望

ましいと思っておりますが、いろんな事務手続上の問題もございます。予算額につきましては、

１９日の本会議で審議されますので、ここであえて報告はいたしません。 

 一部国の補助事業ということで御説明を昨日ございましたが、このあたりを基本設計につきま

しては一括発注でやむを得ないかなと、事業全体を一括発注でなく例えば小中学校の校区別に北

部・中部・南部、このあたりを分割して分離発注の可能性が必要かと思っておりますが、そのあ

たりのお考えを少しお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この空調設備関係の工事につきましては、まだまだその概要が固まって

おりませんので、ここで、このようにしますという言葉までは言えませんが、今後、概要等がき

ちっと固まってくれば、指名委員会等で工期の関係、そして地元発注の関係、そういったところ

を総合的に判断されるものというふうに私自身思っております。 

 我々といたしましても、今、伊原議員おっしゃられるように、できる限り地元でやれるものは

地元でやりたいというふうに考えておりますので、今後、指名委員会等で議論がされて、また皆

様に御相談を申し上げるようになろうかというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  そのようなお考えであれば安心をいたしました。特に市内の零細

企業、悲鳴を上げております。なかなか厳しい状況下で、今、雇用も若干名でなされている事業

所もございます。また、朝鮮通信使の資料館等もございますので、あわせていい方向で市内の事

業者、登録事業者が優先的に参入できるような方向で指名競争入札委員会でも少し、そのあたり

をしっかりとお伝えをしていただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 このあたり、例えば対馬市商工会さんあたりから今までそういった、口頭でもよろしゅうござ

いますけど、お話とか、対馬の事業者に対してのそういったお話は過去にあった経緯はございま

すでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  私が知る限りでございますけども、これまで商工会からとしては特段そ
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のようなお話はあっておりませんが、建設業協会といたしましては、先ほども申しましたように、

できる限り地元でできるものは地元に発注をしてほしいというような要望は承っております。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  私のほうからは、商工会員の方からひとつ何とかそのあたりで市

長さんのほうに確認じゃないですけど、質問のすべをお願いしたいということで、今回、このよ

うな形になっておりますので何も他意はございません。 

 なおかつ地方自治法を逸脱するようなことは一切お話はしません。これがあったら大きな問題

になりますので、そのあたりが逸脱しないような方向で今後も進めていただければと考えており

ますので、ひとつよろしく、皆さんのいろんな悲鳴を少し聞いてあげておりませんか、もし機会

がございましたらです。 

 本日は２点ほどで、ある程度、１点目は少し可能性、方向性ができたということで、これで安

心いたしました。 

 入札管理につきましては、そういった市内登録事業者の声として、ひとつ私が代弁したという

ことで御理解いただければと思っております。 

 ある程度結果が出たということで、時間は早うございますが、私の質問は終わらさせていただ

きます。どうもありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、伊原徹君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  昼食休憩といたします。再開は午後１時ちょうどといたします。お疲れ

さまです。 

午前11時45分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 午前に引き続き市政一般質問を行います。 

 １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  こんにちは。 

 ことしの漢字一文字は、災害、災難の「災」が昨日選ばれました。ことしは特に地震をはじめ、

台風・大雨による土砂崩れ等が日本各地を襲いました。 

 犠牲になられました方々の御冥福をお祈りするとともに、一日も早い、災害に遭遇されました

各地域の復興・復旧を願うものでございます。 

 本日最後の質問者となりました、会派、清風会の小田です。私からは、大きく分けて４つの質
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問をさせていただきます。 

 １つ目は、対馬市のイベントについて質問させていただきます。 

 まず、海道音楽祭について質問をいたします。 

 昨年は、担当職員もいろいろと趣向を凝らしまして、毎年夏に開催していました音楽祭を夏か

ら春へ、そして場所もグリーンパークからゲンカイツツジの眺められるあそうベイパークへと変

更して開催されました。 

 担当職員の努力も実らず、観衆は２１１名との報告を受けました。対馬市の最大イベントとし

ては余りにも寂しい音楽祭で、アーティストも観衆の少なさに唖然としたのではないかと思いま

す。 

 ３０年度も当初予算で６４０万円の対馬海道音楽祭運営補助金が計上されています。３０年度

は開催するのか、来年度以降も開催するのかどうか、あわせてお尋ねいたします。 

 第１回ちんぐ音楽祭がいつ開催されたか、広報みつしまを探してみました。 

 これが、その当時の広報みつしまなんですけど、人にはちょっと小さいから見にくいでしょう

けど、実は、平成９年７月２６日に第１回のちんぐ音楽祭が開催されています。 

 広報みつしまを拝見しましたら、「この日は関係者の願いもむなしく、あいにくの雨模様とな

りましたが、それでも午後６時の開演に合わせて傘を差した人々が次々とあらわれ、対馬グリー

ンパーク芝生広場は約１,０００人の観衆で埋め尽くされました」と記されています。３０年度

が開催されれば、２２回目の音楽祭になろうかと思います。 

 次に、国境サイクリングＩＮ対馬についてお尋ねします。 

 このイベントは、比田勝市長就任以来、市長の目玉イベントとして去る１０月１４日に第２回

目が開催されました。 

 広報つしまの１１月号によりますと、「４８人が出走した」と記されています。予算は３０年

度当初予算で、サイクリングイベント補助金５０７万円が計上されています。 

 昨年の大会を振り返って、この４８人の参加をどう思われたか、市長の率直な感想をお尋ねし

ます。 

 また、４８人中対馬市民、韓国人は何人参加されたかをあわせてお尋ねします。 

 市職員を含めて約２９０人のスタッフがボランティアとして参加したと聞いております。警察

の出動を合わせると３００人以上になろうかと思います。 

 次に、海洋保護区について御質問をいたします。 

 ことの始まりは、財部市長が漁師から大型まき網、大型底引き船をどうかしてほしいとのこと

からの海洋保護区問題が取り上げられたと記憶をいたしております。それから１０年が経過しよ

うとしています。 
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 環境省も我が国における海洋保護区の設定のあり方についていろいろと研究されていますが、

なかなか難しく前進していないのが現実であります。また、海洋政策研究所もいろいろと提言さ

れているようであります。 

 対馬市は、３０年１０月に対馬海洋保護区しまうみ管理計画を策定しています。今までの海洋

保護区の考え方が前進したか、後退したかはわかりませんが、やや方向転換されたような気がい

たします。といいますのも、今度のしまうみ管理計画では、対馬市が目指す海洋保護区は、禁漁

区域を意味するものではないとはっきり示されています。 

 私は、この海洋保護区について机上の空論で終わるのではと懸念をしていましたが、今後は、

市長はどのように取り組まれるのかをお尋ねをいたします。 

 海洋保護区の中の磯焼け対策は、私は絶対に必要と考えるわけですが、長崎県で対策協議会と

なるものが設立されているのかどうかお尋ねします。もし、組織化されていないのなら、磯焼け

にあえぐ市町村が長崎圏域を越えて九州、日本全国で対策協議会なるものを組織すべきだと思い

ますが、国・県等に働きかける気はないか、市長の考えをお尋ねします。 

 産業建設常任委員会の所管事務調査報告書でも、県や大学等の研究機関ともっと連携しながら

取り組むべきではないかと委員から意見があったと、大部委員長が報告なされました。また、産

業建設常任委員長から先進地視察に行った下関市役所、そして山口県水産研究センターの磯焼け

対策についての取り組み等がるる述べられています。 

 そして１１月６日には、対馬市議会連名で中村知事に農林水産業活性化のための磯焼け対策に

ついても要望書が提出されています。このような状況の中、早急に対策協議会なるものを組織し

てはとの思いで、市長にお尋ねするわけでございます。 

 次に、生ごみ等再生利用についてお尋ねします。 

 対馬市は現在、１,６５６世帯２９事業所の協定、協力により年間２５２トン近い生ごみを回

収し堆肥化に向けて試験的に実施していますが、３０年度当初予算で生ごみ等資源再利用システ

ム事業業務委託料として４,３８９万９,０００円が計上されていますが、生ごみ収集業務と堆肥

化業務に分けて委託料の金額をお伺いします。 

 また、収集業務は、厳原から上対馬まで決まった収集場所に行って根緒の施設まで運んでいる

とのことでありますが、距離的に考えても、私は、非効率的な運営の仕方だと思います。 

 なぜ、近隣町の厳原町、美津島町の市営住宅、官公庁職員住宅、アパート世帯、茶屋街の飲食

店は一部が協力されていると聞いていますが、近隣町に絞って協力のお願いはできないのか、市

長にお尋ねします。 

 生ごみを安神の焼却施設で処理しなければ、電気代、灯油代がこんなに減りますと。そして、

堆肥にして農家に無料で配布したいんですと。こういう説明をすれば、私は、市民は納得してく
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れるものと思っております。 

 それから、生ごみステーションは、市が設置してはいかがでしょうか。市長にあわせてお伺い

いたします。 

 １１月２日に厚生常任委員会が鹿児島県の阿久根市に視察研修に行ってまいりました。阿久根

市は、平成２６年１０月から生ごみ堆肥化モデル事業を開始し、２６年度６地区１,５２４世帯

から始まり、２７年度、２８年度と徐々に協力世帯をふやし、そして２９年度、６２地区

９,５００世帯の約２万人の協力があって、平成２９年４月から生ごみ堆肥化事業として本格的

に実施しています。 

 比率にしますと、世帯が９１.７３８％、人口で９２.６４％が協力していることとなります。

収集業務委託料は年間２,２００万円で、一般廃棄物収集業者に委託しているとのことでありま

す。 

 堆肥をつくるのが目的ではなく、市町村における生ごみの排出量の減量を目的としており、生

ごみは水分含有量が９割あるわけですから、焼却しなければ、焼却場の電気代、灯油代がおのず

から減り、機械類等も傷まないと思います。 

 そこで、市長にお尋ねします。 

 対馬市の世帯数は約、今、１万５,０００世帯です。この全世帯が生ごみ収集業務に協力して

くれた場合、１年間の生ごみ総トン数は幾らになるのか、現在の安神の焼却場の電気代が年間約

６,３００万円、灯油代が約６,５００万円だと思います。電気代、灯油代が年間幾ら減るのか、

あわせてお尋ねをいたします。 

 次に、ＬＥＤ照明についてお尋ねいたします。 

 質問の趣旨は、子ども議会で、学校にエアコンの設置の質問に対して、教育長は消極的な答弁

をなされたと聞き及んでいました。しかしながら、ことしの夏は近年に近い猛暑が日本列島を襲

いましたし、エアコンを設置し、快適な環境のもとに勉学、そしてスポーツに取り組んでもらい

たいとの思いで質問する予定をしていましたが、一般質問通告書を提出後、補正予算を見てみま

すと、小中学校、幼稚園等に空調設備整備工事予算が計上されていました。教育長の賢明なる判

断に敬意を表したいと思います。また、さらに市長にはさらなる敬意を表したいと思います。 

 エアコンを設置後、全稼働することによって年間の年気代が約６５０万円程度アップするので

はないかという、こういう報告も受けております。 

 私は、昨年だったと思いますが、市長に小中学校に１校ＬＥＤモデル事業、学校１校設置して

はどうかという質問をしておりました。 

 エアコン設置は３０年度予算でございますけど、繰越明許費になるものと思っております。エ

アコン設置と同時にＬＥＤ照明も一緒にしたら、業者も電気関係業者になろうと思います。そう
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することによって費用も通常より格安になると思いますが、教育長のお考えをお尋ねします。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  小田議員の質問にお答えいたします。 

 まず１点目のイベントについてでございますけども、海道音楽祭につきましては議員も御存じ

のとおり、旧美津島町のころより開催しておりました、対馬ちんぐ音楽祭を引き継ぐ形で、平成

２７年度より対馬海道音楽祭として開催してきましたが、年々、集客も減少傾向になっていると

ころでございます。 

 平成２９年度につきましては、集客増を狙い、従来の８月の最終土曜日、対馬グリーンパーク

において開催していた同音楽祭を３月２４日土曜日、美津島町のあそうベイパークで開催しまし

たが、約２１０名の集客に終わっております。 

 対馬市では、開催経費として６４０万円の補助金を実行委員会に支出しておりますが、議員御

指摘のとおり、国際交流イベントとしての費用対効果や野外コンサートに対する市民のニーズ等

を踏まえて、中止等も含めて今後検討していきます。 

 次に、国境サイクリングＩＮ対馬につきましては、行政報告で御報告いたしましたように、

１０月１４日に３つのコースを設定し、比田勝・厳原間を疾走いただきました。 

 対馬の起伏に富んだ地形がサイクリストに人気で、本イベントにおきましてもタイトルを

「坂・坂・坂そして坂」とし、あえてきつさと達成感を強調し、対馬の秋の景色と対馬ならでは

の特産品等の食を堪能していただいたところでございます。 

 大会へのエントリーは５９名でございましたが、完走できたのは４５名でございます。また大

会運営には市民の皆様のボランティア等２９４名の方々に御協力をいただき、市民と一体となっ

たイベントを開催することができました。 

 昨年、ことしと試行錯誤しながらの大会運営でございましたが、対馬の地形や景色、特産品な

どを活用し、また、ボランティアスタッフの充実、沿道からの市民の皆様からの御声援等が大会

参加者から大変喜ばれたところで、次年度以降の大会の礎ができたものと思っているところでご

ざいます。 

 参加者数につきましては、まだまだ小規模ではございますが、韓国からの参加も促し、対馬市

の国際交流イベントとして定着させるようじっくりと育ててまいりたいと思っております。 

 次に、２点目の海洋保護区についてでございますが、対馬は自然豊かな海に囲まれています。

近年、対馬の水産業を取り巻く環境は、漁獲量の減少、担い手の不足、漁場の競合、海洋環境の

変化など、多くの問題、課題を抱えております。 

 本市では、このような現状を打開するため、平成２２年に漁業者、研究者、行政等関係機関で
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構成する、対馬市海洋保護区設定推進協議会を設置し、対馬版の海洋保護区の設定並びに資源管

理型漁業の確立を目指して取り組みを進めてまいりました。 

 対馬市が目指す海洋保護区は、子供たちに豊かな海を残していくため、漁業者、市民、行政等

が一体となり、対馬沿岸の生態系を守っていく区域であり、漁業活動を禁止するものではなく、

当該漁業者にも協力を求めながら、ともに漁業を管理していくことを目標としております。 

 当初は、対馬の海岸から１２海里までを海洋保護区の対象海域として設定することを目指して

まいりました。しかしながら、この海域は島内漁業者だけではなく島外漁業者も多く操業してお

り、１２海里を対象海域とした保護区の設定には、島外漁業者との調整に長い期間を要し、容易

なことではございません。 

 そこで平成２８年度からは、既に国の海洋保護区の定義に合致する区域として整理されている

共同漁業権海域を対象海域として考え、生物多様性の保全と持続可能な利用についてできること

からスタートし、次の段階として既に漁業管理が実施されている海域や沖合海域へ対象海域を広

げていくことを視野に入れ、無理のない仕組みを優先して検討することといたしました。 

 この方向性に基づき検討を重ね、今般、平成３０年１０月対馬市海洋保護区設定推進協議会委

員の皆様を初め多くの方々から御指導、御協力をいただき、共同漁業権海域を対象とした対馬版

海洋保護区の基本計画、対馬海洋保護区しまうみ管理計画を策定するに至りました。 

 また、対象海域とした共同漁業権海域に目を向けますと、近年、藻場の減少、消失が進行し、

磯焼けが顕在化、深刻な問題となっております。漁場の保全・再生は対馬沿岸の生態系の維持だ

けではなく、対馬の水産業の再生・発展にとっても重要かつ喫緊の課題であります。 

 そのような状況を踏まえ、基本計画対馬海洋保護区しまうみ管理計画に基づき、２つの実行計

画、磯の資源の適切な管理と利用を図るための水産資源管理計画並びに対馬沿岸の藻場の保全と

再生を図るための対馬沿岸、藻場再生計画もあわせて策定しております。対馬の豊かな海の生態

系を守って、持続可能で元気な漁業を確立するため、まずは磯の資源の維持・増大と藻場の保

全・再生に取り組んでまいります。 

 先ほどの小田議員からの質問の中で、この磯焼け対策の関係で全国的な協議会はあるかという

質問がありましたけども、磯焼け対策全国協議会ということで、水産庁が主体となった協議会が

結成されているということをお聞きしております。 

 次に、３点目の生ごみ等の資源再利用事業の今後の展開についてでございますけども、生ごみ

を含めて各家庭や事業所から排出される廃棄物の処理につきましては、対馬市一般廃棄物処理基

本計画において、ごみの資源化による有効活用やごみの減量化などを推進し、資源循環型社会の

形成を目指すための施策を定めております。 

 対馬クリーンセンター操業当初より、ごみを資源として再利用するため、市民皆様の御理解と
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御協力をいただき、資源ごみの分別回収の実施によりましてリサイクルへの推進が図られている

ところでございます。 

 また、ごみの減量化の施策の一つとして、議員御質問の生ごみ等資源再利用事業を定めており、

生ごみ処理施設建設後、平成２７年度から本格稼働を行い、生ごみを分別収集し、それを堆肥と

して農地へ還元することで焼却施設へのごみ持ち込み量を減少させることを目的に取り組んでお

ります。 

 昨年度は２５２トンの生ごみを回収し、クリーンセンターで焼却減が実現しております。本年

度の本事業に係る経費は、収集運搬業務に約３,１２０万円、堆肥化業務に約３６０万円、収集

容器等の物品代といたしまして約４５０万円となっております。 

 現在、生ごみの回収には、一般家庭、事業所を含めて約１,８２４世帯の皆様に御協力をいた

だいておりますが、本市約１万５,０００世帯の生ごみを全て分別収集できた場合、ごみの削減

量は約１,２６２トンで、焼却施設に係る経費の削減額では約４,２００万円という試算を出して

おります。 

 このごみの資源化及び減量化双方の取り組みは、焼却施設の経費削減と長寿命化を図るととも

に二酸化炭素の排出量削減が図れる重要施策と考えております。 

 今後は、ごみの発生抑制や資源化を推進するために、生ごみ等資源再利用事業を継続しながら、

将来的には生ごみの完全分別収集の実現に向けて、分別方法のさらなる徹底や収集体制の見直し、

地域に根差した取り組み等について検討を進め、この美しい対馬を次世代に継承するために市民、

事業者、行政が共同して環境の保全に努め、資源循環型社会の形成を目指していなかければなら

ないというふうに考えております。 

 私のほうからは、以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  小田議員の御質問にお答えします。 

 小中学校のＬＥＤ照明の設置状況につきましては、既存の蛍光灯照明が老朽化し、取りかえが

必要となった豊玉中学校の普通教室及び特別支援教室の６教室で、全ての蛍光灯を本年７月末に

ＬＥＤ照明に取りかえております。 

 確かに、ＬＥＤ照明は省エネで耐用年数も長いことから電気料の節約も考えられるところです

が、全ての小中学校や幼稚園等の照明をＬＥＤに変更するためには、多額の費用を必要とするた

め、エアコン設置やブロック塀の改修、トイレの洋式化、施設の維持補修など教育予算も年々増

加していく中で、一度にＬＥＤ化を進めることは大変厳しい状況だと考えております。 

 まずは、現在、６教室がＬＥＤ照明となった豊玉中学校をモデルとして、電気料金などを比較

検討するとともに、故障し取りかえが必要となった蛍光灯につきましては、随時、ＬＥＤ照明に
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取りかえていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  それでは、順を追って一問一答でお願いをしたいと思います。 

 海道音楽祭については、中止も含めながら検討をしたいという市長の答弁でございましたけど、

３０年度もあわせて検討するということでいいですか。 

 大体２００人前後であれば、グランドホテル、大白館、毎年１万５,０００円から１万

８,０００円でディナーショーをやっております。あれが２００人から２００人前後だと思いま

す。それで、２００名集まったとして１万５,０００円で３００万です。だから、グランドホテ

ルが５,０００円とすれば１００万ですか飲食料として、２００万が歌手と事務所に幾らか行く

んでしょうから、五、六百万使えば、恐らく名の通った演歌歌手は、私は来てくれるんじゃない

かと思っております。 

 それで、厳原、豊玉、上対馬で開催すれば、椅子を並べる必要もないし、もし、この３０年度

の海道音楽祭をもし中止するようにあれば、平成最後の音楽祭ということで、ある程度有名な演

歌歌手を呼んで、対馬市民の皆様に無料で招待してはいかがでしょうか、市長の、今ここで「は

い、そうです」というわけにもいかんでしょうから、考えられるのか、「いや、ちょっと待って

くれ」と思われるのか、率直な意見をお伺いしたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほどの答弁の中で、中止も含めてただいま検討をしていきますという

答弁をさせていただきました。 

 まだ、実行委員会等がどのような形で、今、進めているかということは、ちょっと私のほうも

詳しい情報はまだ入っておりませんので、私一人が中止してそのような方向しますとか、そうい

うことはここでは申し上げられませんし、このことにつきましては、やはり実行委員会の皆様と

じっくり話し合いをしながら、方向性については決めてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  補助金、予算が補助金ですから、もし３月にその案外有名な歌

手を呼んでやろうということになれば、ちょっと補助金ですから予算面でしにくい面も出てこよ

うかと思いますけど、それから、国境サイクリングについて４８名中、私は対馬島民が何人か、

韓国人が何人参加されたかを聞いたんですが、回答がなかったものですから、再度お尋ねします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず、エントリー５２名のうちの島外が２３名でございますので、島内

がここは２９名、そして５０キロメートルがエントリー６名のうち島内５名ということで、
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３４名ということで把握しております。対馬島内の参加者です。（「韓国人」と呼ぶ者あり）韓

国人は、今回は、ゼロでございました。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  普通の日には、韓国人は皆さん御存じのとおり、多いときは何

十台も対馬を縦断されておられます。 

 この、参加費負担金というのはあったんですか、どうですか、お聞きします。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、俵輝孝君。 

○観光交流商工部長（俵  輝孝君）  国境サイクリングＩＮ対馬の参加料ですけども、１２３キ

ロが６,０００円、それから５０キロが４,０００円、１８キロが２,０００円、総額で３４万

２,０００円の参加料をいただいております。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  最初の目的は、市長も韓国人の参加を幾らか願いがあったんじ

ゃないかと思いますけど、韓国の人はやっぱり参加料とか負担金とかいったら５００円でもなか

なか払いません。 

 私が、この５０７万ですか、補助金が、この中で運営されるものと思っておりましたけど、参

加料をとられたという、こういう話を聞いたものですから、あえて質問をさせていただきました。 

 次に、海洋保護区につきましては、やや柔軟な姿勢になっております。今、全国組織はあると

いうことを聞きましたが、長崎県組織はあるんですか、市長。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  長崎県のなかでは、海洋保護区の組織はございません。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  長崎県は、全国でも有名に７２の有人離島ですか、７２か

７３だったと思いますけど、ぜひこれは県あたり、あるいは関係市町村と協議を持たれて、私は

早急に協議会なり対策協議会なるものを組織すべきだと思いますが、市長のお考えをお尋ねしま

す。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず、この磯焼け関係につきまして、長崎県内の各自治体も同様、対馬

市同様、大変困っているところでございますので、いろんな会議の際には、この磯焼け対策の関

係について協議もいたしておりますけども、まだ、この磯焼け対策協議会というような長崎県内

での協議会はまだ正式には設けられていないということで、今後は、そのような協議会の結成に

向けても声を上げていきたいというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 
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○議員（１０番 小田 昭人君）  それから、しまうみ管理計画では９種類の海藻類が挙げられて

おりますけど、近年、話題になりましたアカモクが、この９種類の中に入っておりません。東北

ではテレビでいつか放映見ましたけど、アカモク御殿とかいうテレビ放映もあっておりました。 

 そして今、ネット販売、パックで随分売ってあるようにありますが、このアカモクを、今、対

馬は何か生産しているのか、そういう漁業者はおられるのかどうかお聞きします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  担当部長のほうに。 

○議長（小川 廣康君）  農林水産部長、西村圭司君。 

○農林水産部長（西村 圭司君）  今、アカモクの件については、済みません、ちょっと私もよく

調べていないんですけど、今年度、今、対馬の環境、対馬の藻場の今の状況を海の環境によって、

どういうような藻場が適正なのかというのを九州大学と一緒になって今、今年度、委託をして研

究をしているところでございますので、その辺を踏まえて、今後取り組んでいきたいと思ってお

ります。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  それから、生ごみについて市長に、近隣町の厳原町、美津島町、

市営住宅とか官公庁職員住宅、これは回っても協力してくれないのか、いや回っていないよと言

われるのか、どちらなんでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  担当部長のほうに答えさせます。 

○議長（小川 廣康君）  市民生活部長、根メ英夫君。 

○市民生活部長（根メ 英夫君）  生ごみの協力について団地等を回っていないのかというところ

でございますけれども、実は、先ほど小田議員おっしゃって、阿久根市の状況をお答えいただき

ましたけれども、本年度、対馬市でも厳原、美津島の中でモデル地区を選定をして進めていこう

というところで、その際にも団地だとか集合住宅、アパート等が多いところを選定をして、地区

に区長さんを通じて入って説明をさせていただきました。 

 具体的には、桟原地区については生ごみの出し方についても、また、団地の方々に説明をして

協力を得たというところでございます。今後もモデル地区を選定しながら進めていきたいという

ふうに考えてございます。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  阿久根市は、わずか３年で９２％、１００％にはならないんで

す。家庭でコンポストとか、小さい機械で堆肥にされてある家庭もありますから。 

 それから、１万５,０００世帯が協力してくれたら約４,２００万、安神の焼却場の電気代、燃
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料代が減るんだと。そして今、生ごみ収集と堆肥化業務が３,１２０万円と３６０万円、大体一

緒のような金額になるわけですけど、ぜひ、協力世帯をふやして推し進めていただきたいと思い

ます。 

 それから、阿久根市も最初は普通の一般廃棄物と一緒に入れとったそうですけど、金網ですか

ら、生ごみの場合、金網からカラスがつついて悪臭がするとかいうことで、今、密封型の何か生

ごみステーションをつくっておるそうですが、モデル地区を指定するなら、市長、市で新たな生

ごみステーションをつくる計画はどうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  このことにつきましては、部内のほうでもいろいろと検討は重ねている

ところなんですけども、言うように、人口の密集地域等でそのような集積場所を確保することが

なかなか難しいというようなことで、これまでなかなか進まなかったということを聞いておりま

すので、今、担当部長が答えたようにモデル地区を選定して、その際にそのような設置する場所

があるのかどうなのか、そこら辺も含めて今後の検討にしたいというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  それから、ＬＥＤ照明につきましては、今、教育長のほうから、

豊玉中学校６教室、これも月々に去年の電気代とことしの電気代がわかると思いますので、幾ら

安くなったかは一目瞭然でございますので、徐々にこのＬＥＤ化の学校をもう１校ぐらい、私は

小学校か中学校にモデル地区を、エアコンの設置と同時にすれば、今、言いましたように恐らく

同一の電気業者と、私はエアコン設置を落札されたそこと随意契約してもいいと思うんです、つ

いでにです。 

 教育長、もう一回答弁のほうをお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  先ほども申しましたように、一度に学校につけるとなるとかなりの経

費がかかりますので、今のところそういう計画をしておりません。 

 エアコンの設置と一緒にということですけれども、またそこはちょっと検討をさせていただき

たいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  私が、以前ちょうどＬＥＤができたときに質問したときの資料

を見てみますと、防犯灯が２２年度が対馬全体で４,６３４基、約、電気代が１,９００万円でし

た。１基当たり４,３００円、そして２５年度が、これは１,６５８基増加しておりますけど、

６,２９２基、電気代が１,７６０万円、１基当たり２,８１０円です。２２年度と２５年度を比

較しますと、１基当たり約１,５００円の減額になっております。 
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 それから、防犯灯の修理代が全島で２２年度が６５０万円、２５年度が３５０万です。港とか

にまだ水銀灯が若干残っておりますけど、防犯灯、街路灯はほとんどＬＥＤ化になっております。 

 今、雷を寄せつけない避雷針といいますか、あれもついておりますので、恐らくほとんど修理

代はいっていないと思っております。 

 今度、パソコン、それからエアコンと学校関係にもお金が必要になってまいりましたけど、Ｌ

ＥＤ化についてもよろしくお願いいたしたいと思います。 

 ４分ほどありますけど、私の質問は以上で終わります。どうもありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、小田昭人君の質問は終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日予定しておりました市政一般質問は終わりました。 

 あすも引き続き、定刻から市政一般質問を行います。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。 

午後１時47分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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